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第1報　尿蛋白反応陰性例における尿中蛋白排泄量

佐々木 フ　　サ

　　　　　　　　Studies　on　Urinary　Proteins　in　Chi］dren

I．　Urinary　Protein　Excretion　in　Children　with　Negative　Protein　Reaction

Fusa　Sasaki

　　　　　　　　緒　　　　言

　蛋白尿は腎疾患をはじめ，種々の疾患で見出

され，診断面のみならず病態の理解上きわめて

有用であるので，種々な方法で分析されている。

ことに電気泳動法や，各種クロマトグラフィの

進歩，普及にともない，多くの研究成果が報告

きれている。

　…方，正常人の尿中にも微量の蛋白が存在す

ることが，1949年目untonら3）により示されて

以来，類似の報告がかなりみられる。しかしこ

れらの報告は，成人における研究であって，健

康児ないし腎機能正常の小児における尿蛋白の

研究は少なく，ことに，小児における24時間尿

申排泄蛋白量を調べた報告は見られない。

　著者はこの点をあきらかにする目的で，腎機

能正常児における24時間尿中蛋白量を測定し，

あわせて比較のために腎疾患々児においてもこ

れを測定したのでその成績を報告する。

　　　　　　　研究の対象と方法

1．対象：昭和49年4月～11月の時点で九大小

児科に入院中の小児22例で，腎疾患で蛋白尿

（ズルフオサリチル酸法陽性）著明な群（A群）

5例，腎疾患であるが尿蛋白反応陰性群（B群）

6例，その他の疾患で尿蛋白反応陰性群（C群）

11例である。これらの三児の諸事項を表1，2，

3に示した。

2．採尿：24時間尿としては，午前8時より翌

日午前8時までの尿を採取した。蓄尿瓶に3～

5　nt！のトルエンを入れ，5QCの冷蔵庫に保存し

尿量を測定した。

3．泪過＝尿申の細胞成分を除くため，24時間

特約40肋！を東洋畳紙No．　2で酒過した。

4．ゲル瀕過：尿素，ムチン色素など，尿蛋白

変性の原因物質およびFolin法における非蛋白

性の発色物質を除くため，更に尿300　m！のゲル

口過を行った。ゲル酒過の条件は以下のようで

ある。

　　カラム：Sephadex　G－50

　　　　　　7．5×58em（下行性）

　　溶　媒：瑚酸緩衝液（0．02M，　pH8．0，塩

　　　　　　化ナトリウム0．3Mを含む）

　溶出液は，フラクション・コレクター・一一で15mt

／Tubeの割で分画採取し，280nMにおける吸光

度を測定し，蛋白質を含有する分画（実験成績

1で述べる）をプールした。

5．溶出液の濃縮1窒素ガス加圧下で限外炉過

法により上記のプーール液を濃縮した。セルは，

Amicon　MGde1202，膜はUM－10を用いた。

6．蛋自液の濃度測定：Folin法に4）より行っ

た。Folin法の検量曲線用の標準蛋白としては，

正常人血清を用い，Micro－Kjeldahl法により

蛋白濃度を測定した。

　　　　　　　実　験　成　績

1．尿のゲル四過

　24時間尿から蛋白部分を分離するにあたり，

どの分画をとればよいかを予備的に実験した。

即ち，正常人24時間尿297〃！と正常人血清3　ne

とを混じたものをSephadex　G　一50カラムにか

け，方法の項で述べた要領で分画採取した。こ

の溶出の吸光度曲線は図1のDである。即ち，

分画番号20の近傍で蛋白質が溶出きれ，No．41の

近傍で一旦基線に近ずく。これまでの分画は無
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図1　24時問尿のSephadex　G－50によるゲル沿過

　　　A：症例H・H（A群）
　　　B：症例H・S（B群）
　　　C：症例F・0（C群）
　　　D：対照（正常人尿＋正常人血清）

色であるが，このあと黄色物質の溶出が始まり，

吸光度曲線は急激に上昇する。この1　o．20～N・．41

をプールし，出発量3　m4まで濃縮したものにつ

いて免疫電気泳動を行ってみると，主要血清蛋

白が回収されていることが確認された。

　A群，B群，　C群の尿につきゲル瀕過してみ

ると，何れの場合に於ても，程度の差はあるが，

Dと類似の部に一旦ピークが認められ，次いで

黄色物質の流出と共に第2の大きなピークが出

現した。これらの代表的な曲線を図1に示す。

　この成績から，Aにおける第1のピークに相

当する各検体のピーークが，尿中蛋自であると考

え，この部分をプール，濃縮後分析した。

2．24時下尿中排泄総蛋白量（表1，2，3）

　24時間尿申に排泄される総蛋白量は，A群に

於ては，変動範囲：1120～4420　ng／日，’ll均値

士標準偏差：2420士1210m，9／日，　B群に於ては

変動範囲：9．20～100　mg／日，’F均値土標準偏差

二52士29㎎／日，また，C群に於ては，変動範

囲二19．2～79．7㎎／日，平均値士標準偏差：39。

1±2．01　mg／日であった。

3．24時間尿中蛋白濃度（表1，2，3）

　24時間尿申総蛋白量は，ある程度尿量に関係

があると思われるので，これとは別に，24時間

尿中蛋白濃度を求めると表1，2，3の右端の

ようである。

　即ち，A群に於ては，変動範囲：135～260㎎

／100ml，・F．均壁土標準偏差1185士49㎎／100mt，

B群に於ては，変動範囲＝0．70～12．5解／100m！，

平均値±標準偏差：6．3土4．2㎎／100m！，またC

群に当ては変動範囲二3．03～12，0㎎／100mf，・F

均二士標準偏差：7．2士3．3㎎／100meであった。

表1 腎疾患々児における24時間尿中排泄蛋白量

　　　　（尿蛋白反応陽性群）　　　　（A群）

　　　　1　　閲「
．里各L穿一命．陛病．、．名一｝

H・T匝弓取腎劉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
H・H19：才　　Flネフローーゼ昔l

T・l P9才IF｝急性骸｝卜i
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S．Ib才4ヵ月M膚機能障害到
　　　　　　　　　　　　一一一．一一『　1　一　　　一一．一．…一一一一一一　〒…’一一
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表2 腎疾患々児における24時間尿中排泄蛋白量

　　　　（尿蛋白反応陰性群）　　　（B群）

爵「年令

T・M14才8ヵ月

H・F　11才

T・110才1ヵ月
　　　　

H・S5才5ヵ月

K・T…3才

性　病 名 24時蜴ﾆ墾贈

M
M
M
M
M

急性腎炎■
　　　　　　　旨
ネフローゼー…

急性腎炎一1

紫斑病性腎炎士1

悟性尿崩症一；

1，570　l

　　l
1，750

370　I

sg5　1

1，390

　810　1

24時間尿中
蛋白濃度
　mg／loonte

M・Yト4才5ヵ月lF
　　　l　　　　　I

　　　I平均1

i急性腎炎一

45．1

100

46．21

　　，
53．4

g．201

　　1
58．8

2．87

5．71

12．5

8．90

0．70

7．26

52土29　　　6．3＝／＝4．2

表3　　　非腎疾患々児における24時間尿中排泄蛋白量

氏

F・・17才8ヵ月IM1筋疾患
K・N16才…Ml糖代謝異常
Y．T111才　　IMi先天性心臓疾患i
　　　：　　　　…　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

H・Ii8才2ヵ月IM：小　　人　症…
　　　1　　　　　　　　［　　　　　　　　　…
Y・Y　10才　　M1先天性心臓疾患l
　　　i　　　　I　i　　　　　　　l
Y・W　ii2才7ヵ月IFI白・f・病l

N・Ti7才9ヵ月M　貧　　　　rflti
　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

M・si9才11ヵ月F，心筋炎i
M・Kig才11ヵ月…F［筋無ノ・症i

　　　I　　　　I　l　　　　　　　l
H・Kll才11ヵ月iF！シルバー症候群1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　
E・H12才11ヵ月：Fl露宿不良性貧if［ii
　　　i－　　　　l　i　　　　　　　・
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　　　　　　　　考　　　　察

　正常人の24時間尿中に排泄される蛋白量は

Guntonら3）によると39．0士5．7㎎，　Rigasら7）に

よると30．5～49．6ng，戸田9）によると22．7±　10

．2㎎である。これらの測定値は成人において得

られたもので，小児では比較する報告がない。

　松本ら5）は蛋白尿を来す疾患児と共に，健康

児についても尿蛋白を分析しているが，その例

数は3例，分析されたものはアルブミンのみで

ある。r一葉ら2）は，健康小児の尿の80％Ethanol

－Precipitateについて研究しているが，研究材

料は1小児から得られたものであり，1日尿申

の蛋白排泄量については全くふれていない。ま

た，大角6）も健康児尿蛋白をDEAEセルローズ

・カラムクロマトグラフィで分画したものにつ

いて定性的研究を行っているが，これも1日の

排泄量には全くふれていない。

　従って，著者の今回の報告は，いわゆる尿蛋
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白反応陰性小児における24時間尿中排泄蛋白量

を測定した最初の報告である。著者の成績は，

39．1士20．1　M9／日，7．2±3．3㎎／100mlで，成人

における上記の諸報告とほぼ類似の成績とみな

すことができる。

　また，尿蛋白反応陽性の腎疾患々即今は，尿

蛋白反応陰性群に比し，多量の蛋白排泄がみら

れたが，尿蛋白陰性群では，腎疾患々児と非腎

疾患々児との問に，蛋白排泄量の差は認められ

なかった。

　著者が検索したC群は，疾患々児であり，完

全な健康児ではないが，ズルフオサリチル酸法

による尿蛋白反応は陰性であるので，健康児の

24時間尿中蛋白量と，略近い値であることは容

易に推定できる。

　これらの蛋白の由来および組成は，成人で既

に知られているようにD血漿蛋白由来のものの

他，腎由来のTamm　and　Horsfa113）が記載し

た尿細管由来の高分子性ムコ蛋白が含まれてい

る可能性があるが，今後の研究にまたなければ

ならない。

　　　　　　　　結　　　　語

　腎機能正常児11例における24時間尿申排泄総

蛋白量を測定し，39．1±20．1㎎／日，7．2土3．3㎎

／100m！という成績を得た。比較の目的で蛋白尿

高度の腎疾患皆皆5例および尿蛋白反応陰性の

腎疾患々児6例についても同様の測定を行い，

それぞれ2420士1210㎎／日，185±49㎎／100mlお

よび52士2gng／日，6．3士4．2mg／100m1という成

績を得た。

　御午絶壁協力いただいた九大小児科の当屋長

英教授，執行フサヨ看護婦長，瀬川和子副看護

婦長，本学冨永喜久男教授，大津ミキ助教授に

深謝いたします。
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